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研究成果の概要（和文）：本研究では、障害児保育に係わる課題について、質問紙調査と保育者の自由記述・インタビ
ューにより以下の4点を検討した。①保育者が障害児保育において認識している課題･問題について、②障害児のいるク
ラスの保育に関する保育者の不安や悩みと保育の質について、③障害のある子どもの保育における支援について、管理
職と担任を対象とした結果、認識や行動が異なっていることが明らかとなった。さらに、４）障害のある子どもの保育
における保育実践について、障害児を担当している保育者の保育実践思考の特徴について明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study, focused on the way concerning care and education for disabled 
children, discussed the following four points, using questionnaires, free description and interviews 
by/with teachers, who are in charge of supporting disabled children; 1) The problems and tasks recognized 
by these teachers supporting disabled children. 2) The fears and agonies by the teachers in charge of 
classes which include disabled children, and the quality of support. 3) The support taken in care and 
education for disabled children. 4) The care and education practice. The results showed that there exist 
the difference between operating school managers and class teachers in their recognition and attitudes in 
the points 1),2) and 3). About the point 4), the characteristics were clarified in the thoughts on the 
care and education practice by the teachers in charge of disabled children.

研究分野： 臨床発達心理学
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平成２８年 5 月 10 日現在 
 
１．研究開始当初の背景 
  近年、障害のある子どももない子ども

も等しく教育を受けることができる機会を

提供するためにインクルーシブ教育・保育

が重要であると認識されるようになってき

ている。しかし、現実に就学前の教育・保

育を実施するための基礎となる障害児に配

慮した個別指導計画を作成し、それに基づ

いた保育を行っている就学前施設は多くな

い（山崎、2012）。また、これまでにも保

育の質に関する研究は行われているが、障

害児保育の質について体系的な研究や障害

児保育に関わっている保育者の悩みや不安

などに関する研究は行われていない。以下、

研究の必要性・意義を述べる。 

１）障害児を対象とする保育課程・保育計

画に関する研究 

 先行研究の多くは保育課程・指導計画の

編成状況の調査、支援システム・支援体制、

あるいは保育論・保育の暗黙知など保育の

根幹、保育内容の基礎となることに関した

研究であり、障害児保育カリキュラムに焦

点化した研究は少ない。さらに、保育課程

の編成と保育の内容については実態の調査

で終わっているものが多く、保育カリキュ

ラムの内容を評価するまでに至っていない

（清水ほか、2011）。また、保育課程や指

導計画編成や日常の保育における障害児保

育の位置づけ、障害児保育に関して保育者

は何に悩み、何が難しいと感じているかを

明らかにした研究は見あたらない。 

２）体系的な保育の質に関する研究の必要

性 

 保育の質に関する先行研究は行われてい

るが、障害児保育に焦点を当てた保育の質

と保育カリキュラムとの関係やそれについ

て、全国規模の研究調査は行われていない。

障害のある乳幼児の保育と障害のない乳幼

児の保育とは全く同じものではなく異なる

側面もあると思われる。また、障害の種類

によって認知処理や行動特徴も異なるので、

障害児保育を行うにあたっては、障害を考

慮した保育カリキュラムの編成が必要であ

り、実際に障害児保育実践においては、保

育カリキュラムと保育の質との関連づけが

必要であるが、先行研究ではそのような関

連づけをした研究は見あたらない。さらに、

実際の保育現場において、年間・期・月・

週・日毎に障害児のための個別指導計画を

編成している園は 20％以下である（山崎、

2012）。このような個別指導計画作成率の

低さの原因として、保育の質の評価が可視

化されにくく、障害児に関する情報や理解

が不足していること、また、対象が乳幼児

であるために保護者との関係についても考

慮する必要性があることなどの影響が考え

られるが確認されてはいない。 

 ところで保育の質の研究にあっては、「方

向性の質、構造の質、過程の質、操作性の

質、成果としての質」の 5 点に分節化して

捉えることが重要であるという指摘がある

が（秋田・早川、2011）、従来の研究にお

いてはその様な視点をもった研究が少なく、

保育カリキュラム研究において体系的な次

元に基づいた研究が必要である。さらに、

「保育環境評価スケール」や ECERS-R の

ような標準化された尺度を用いて保育の質

を捉えることによって外国との比較が可能

となり、我が国の障害児のための保育カリ

キュラムと保育の質との関連及びその特徴

を明らかにすることができる。 
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２．研究の目的 

 本研究においては、幼稚園や保育所にお

ける障害児に配慮した保育カリキュラムと

指導に関する現状について明らかにした。 

 

３．研究の方法 

 （１）障害のある幼児の保育・教育につ

いて保育関係者がどのような意見や考えを

もっているかを、アンケート調査の自由記

述により把握し、記述されたテキストをテ

キスト・マイニングによって分析した。(２)

障害児のいるクラスの保育に関する保育者

の不安や悩みをアンケート調査によって把

握し、また、保育の質を明らかにするため

に質問紙調査を実施した。(３) 障害のある

子どもの保育における支援にどのようなと

らえ方の特徴がみられるかを幼稚園・保育

所、公立・私立を要因として、分析した。(４)

障害のある子どもの保育実践に関するイン

タビュー調査を実施した。 

 

４．研究成果 

1）保育者が障害児保育において認識し

ている課題･問題について 

障害のある幼児の保育・教育について保

育関係者がどのような意見や考えをもって

いるか、保育者の自由記述データを分析し

た結果、①気になる子が療育・診断を受け

ているか否か、②小学校と幼稚園との連

携・指導をどうするか、③担任・職員に対

する支援・研修、発達を支援するにあたっ

ての職員配置・環境をどうするか、④障害

児・子ども、保護者、保育者・保育所の 3

者にとって何が必要か、⑤定型発達児とと

もに成長することを含め、子ども達の援助

にとって何が大切か、⑥いかに専門的知識

を得るか、⑦クラスの中での対応や関わり

の難しさにどう対処するか、の 7 点であっ

た。さらに、共起ネットワークにより職種

毎の特徴を探ったところ、園長や教頭など

の管理職では、特に小学校への就学や療

育・診断をめぐる保護者との関わりに課題

を感じるという意見が多かった。これに対

して、担任では、障害のある幼児（「気にな

る子」を含む）と定型発達児の双方への対

応に難しさを感じるという意見が多かった。

また、全体としては、気になる子に対する

診断を求める意見、さらに、主に発達障害

に関する専門的な知識の提供や、専門的支

援を求める意見が多かった。 

2）障害児のいるクラスの保育に関する

保育者の不安や悩みと保育の質について 

保育関係者を対象とした質問紙調査にお

いて「障害のある子どものいるクラスの保

育を行う際に、不安や悩みなど感じておら

れることお書きください」と自由記述を分

析した。 

その結果、主任以上の管理職者は、「保護

者と保育者の連携または、療育、通級との

連携のとり方」などの記述のように、専門

機関との連携の必要性を述べている回答者

が多かった。担任の先生である非管理職は、

表 1 の「声かけ」や「関わり方」のように、

保護者対応に関する悩みだけではなく、子

ども集団内のトラブルに関わる内容や障害

児に対する適切な声かけの方法について悩

む者が多かった。自由記述文の具体的内容

として、「多動の幼児の行動が原因で、周り

の幼児の遊びが壊されてしまい、集中して

遊びを続けられない状態になることや他の

幼児の遊びが発展しなくなることがある。」

などが挙げられた。障害児の保育に関わる

保育者が今後、必要としていることとして、

障害児とのコミュニケ一シヨンに関する支

援方法や、障害児と定型発達児との集団で

の保育・教育場面での支援方法の違い、障
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害児の行動をどのように受け入れ、周りの

幼児がどのように関わるようにすれば良い

かなど、保育の質との関連も示唆された。 

3）障害のある子どもの保育における支

援について 

 障害児の特別な支援について、検討し

た。その結果、幼稚園、保育所とも、クラ

ス担任の自信度は管理職より自信度が低く、

また、障害児が友達とかかわることで充実

感や満足感を味わえるような保育をするこ

とについては、公立・私立と管理職・担任

によってとらえ方に違いがみられ、障害児

のために最も重要だと思う支援に関する自

信度については、公立・私立と幼稚園・保

育所の違いによってもとらえ方に違いが見

られた。 

4）障害のある子どもの保育における保

育実践について 

保育における障害児のカリキュラムを考

えるうえで、保育者がインクルーシブな視

点を持ち合わせることは非常に大切になる。

そこで、保育者がこれまでの障害児保育の

経験から、どのような保育実践を志向して

いるのか検討した。20XX 年に 6 都県の 9

つの幼稚園、6 つの保育園の計 15 園を対象

とし、障害児を受け持った経験のある 22

名の保育者にインタビューを実施した。分

析は、ポスト構造主義の視点から、「参加」

を鍵概念として、「参加／不参加」の二項対

立に着目して分析した。データを整理した

結果、分析の対象となったのは、「行事への

参加／不参加」、「集団活動への参加／不参

加」、「環境構成による参加／不参加」、「加

配教員の存在による参加／不参加」の 4 項

目であった。行事への参加について、保育

者は障害児にとって、参加を強いられるこ

との辛さを理解しつつも、保護者の要望に

よって参加させざるを得ない側面もあるこ

とが示唆された。集団活動への参加につい

て、ただ場を共にする参加にこだわらず参

加の概念を広く持つことによって、クラス

全体の雰囲気を作ることができると考えら

れた。環境構成による参加については、視

覚支援の方法論にとらわれないことの大切

さが明らかになった。加配教員の存在によ

る参加については、加配教員が加わること

による担任の意識の変化が学び合うクラス

づくりを妨げていることが示唆された。 

結論として、「安心できるように見守る」、

「クラスの雰囲気を大切にする」、「ずっと

同じパターンでうまくいくことはない」、

「こちらが関心を向けているから、周りの

子ども達も関心を向ける」というような保

育における不易性が障害児及びクラスの子

どもたちの学びに通じていると、保育者が

考えていることが確認された。すなわち、

障害児を含めたクラスのカリキュラムには、

保育の基本である子どもを理解することか

ら始めることが不可欠であることが示唆さ

れた。上述の点については、「子どもが安心

できるように見守るためには何ができるの

か。またそこから子どもは何を学ぶのか。

クラスの雰囲気を大切にするためには何が

必要で、そこから子どもが学ぶことは何か。

子どもへの支援が同じパターンになってし

まうのはどのようなときで、そのとき子ど

もの学びはどうなるのか。保育者はどのよ

うな行為を通して子どもたちに関心を向け

て、子どもたちはどのような学びをするの

か。」、のような問いについて記録と議論を

繰り返すことによって、脱構築実践を生み

出すサイクルができあがり、障害児のため

の保育カリキュラムが構築されると考考察

した。子どもが安心するためにはどのよう

な特別な支援方法が必要かという、特別支

援で一般的に用いられる問いからは生まれ
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ないことであった。障害から立ち上がるカ

リキュラムではなく、その子の生活上の課

題を克服しそれから立ち上がるカリキュラ

ムでなければ有用でないことがわかった。 
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